
会

告

委
員
交
替
の
お
知
ら
せ

　
委
員
稲
葉
一
郎
残
は
、
立
命
館
大
学
へ
就

任
に
よ
り
委
員
を
辞
任
し
ま
し
た
の
で
、

　
か
わ
っ
て

　
　
植
　
松
　
　
正
氏

　
が
、
昭
和
四
十
二
年
九
月
一
日
付
で
委
嘱

　
さ
れ
ま
し
た
。
右
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

　
す
。

会

報

七
月
例
会

　
七
月
一
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り

　
於
　
京
都
大
学
文
学
部
第
五
教
室

　
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
・
ヒ
ツ
パ
ル
コ
ス
・
ス
ト
ラ

　
ボ
ン
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
正
　
氏

　
　
（
発
表
内
容
は
近
く
本
誌
に
掲
載
予
定
）

十
月
例
会

　
十
月
七
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
於
、
京
都
大
学
文
学
部
第
一
講
義
室

　
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
学
・
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
　
田
　
　
明
　
氏

　
羽
田
氏
は
昭
和
三
九
年
四
月
か
ら
二
年
・
間
パ
リ

の
日
本
館
館
長
と
し
て
滞
仏
さ
れ
た
が
、
そ
の

間
に
つ
ぶ
さ
に
調
査
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋

の
現
状
や
東
洋
学
春
の
現
況
等
に
つ
い
て
、
報

告
さ
れ
た
。

学
術
会
議
有
権
者
名
簿
の
登
録
に
つ
い
て

　
昭
和
四
三
年
一
一
月
二
五
田
に
、
日
本
学
術
会

　
議
第
八
期
会
員
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
そ

　
の
有
権
者
名
簿
の
登
録
に
つ
い
て
、
大
要
次
の

様式第　3

　　　　　　　具管製享有齢異鯛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和年　肩　日
　日本学衛会議中央選挙管理会御中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　錦　　翻　　学　　地方区

　　　　　　　　　　　　　　　　（ふりがな）
　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　⑳
下記のとおり異動がありましたからお届けします。

　1．氏　　　　　　　名

所2
．

懸騨年1霧

3．本　　　　籍

4．勤務機関および職名

5．勤　 務　 地

6．博士の学位：

（注）1．審項1～6のうち該当審項のみ記載すればよい。
　　2．新たに博士の学位を取得した者は，学位：の種類，授与大学，授

　　　与年とともに，かならず所属学会名を記入すること。

　
通
り
連
絡
が
あ
り
ま
し
た

　
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
登
録
カ
ー
ド
の
提
出
に

　
つ
い
て

ω
前
回
選
挙
の
有
権
者
に
つ

　
い
て
は
、
前
回
提
出
の
カ

　
ー
ド
に
よ
り
資
絡
審
査
が

　
行
な
わ
れ
、
再
提
出
を
必

　
要
と
す
る
春
に
つ
い
て
の

　
み
、
中
央
選
挙
管
理
会
か

　
ら
通
知
さ
れ
た
。
し
た
が

　
っ
て
、
逓
知
の
な
い
方
は
、

　
あ
ら
た
め
て
通
知
の
必
要

　
は
な
く
、
す
べ
て
有
権
老

　
名
欝
に
登
録
さ
れ
る
。

②
前
回
の
有
権
者
以
外
の
方
、

　
お
よ
び
中
央
選
挙
管
理
会

　
よ
り
登
録
カ
ー
ド
を
提
臨

　
す
る
よ
う
通
知
を
う
け
た

　
方
の
登
録
カ
ー
ド
提
出
期

　
限
は
、
昭
和
四
三
年
三
月
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鼠
一
日
ま
で
に
中
央
選
挙
管
理
会
へ
必
着
の

　
こ
と
。
四
月
一
日
い
こ
の
到
着
分
は
、
次
回

　
（
第
九
期
）
分
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。

二
、
登
録
用
カ
ー
ド
胴
紙
の
請
求
に
つ
い
て

ω
大
学
・
研
究
機
関
等
に
所
属
さ
れ
る
方
は
、

　
な
る
べ
く
所
属
機
関
か
ら
一
括
し
て
三
三
の

　
こ
と
。

②
大
学
、
研
究
機
関
等
に
所
属
さ
れ
な
い
方
は
、

　
氏
名
（
ふ
り
が
な
・
捺
印
）
住
所
・
勤
務
機

　
関
お
よ
び
職
名
（
又
は
自
営
の
職
業
名
）
を

　
朗
記
し
て
門
登
録
用
カ
ー
ド
用
紙
請
求
書
し

　
を
、
復
接
中
央
選
挙
会
宛
請
求
の
こ
と
。

三
、
有
権
者
の
異
動
掻
に
つ
い
て

　
有
権
者
は
氏
名
・
住
所
・
本
籍
・
勤
務
機
関

　
お
よ
び
職
名
お
よ
び
勤
務
地
の
い
ず
れ
か
に

　
異
動
が
あ
っ
た
と
き
、
博
士
の
学
位
を
取
得

　
し
た
場
合
ま
た
は
住
居
表
示
の
変
更
の
あ
っ

　
た
と
き
は
、
そ
の
つ
ど
速
や
か
に
、
無
記
様

　
式
第
3
に
よ
り
、
「
有
権
者
異
動
届
偏
を
中

　
央
選
挙
管
理
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
こ
れ
を
怠
る
と
き
は
、
有
権
者
の
権
利

　
を
行
使
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

委
員
会
だ
よ
り

◇
本
号
に
て
五
〇
巻
は
完
結
し
ま
し
た
。
創
刊
は

　
大
正
五
年
（
一
九
＝
ハ
）
で
す
か
ら
、
年
数
か

　
ら
す
れ
ば
五
二
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
総

　
目
録
を
ご
ら
ん
い
た
だ
け
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う

　
に
、
昭
和
一
九
年
か
ら
二
七
年
ま
で
、
二
九
巻

　
か
ら
三
五
巻
ま
で
が
、
い
わ
ば
受
難
の
季
節
で

　
し
た
。
こ
れ
を
は
じ
め
と
し
て
、
本
会
も
こ
の

　
半
世
紀
の
「
歴
史
」
を
璽
ね
て
き
た
わ
け
で
す

　
が
、
そ
の
歴
史
は
別
に
ま
と
め
て
、
皆
様
の
お

　
目
に
か
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇
本
会
の
創
立
い
ら
い
、
か
ず
か
ず
の
御
論
考
を

　
嵜
せ
ら
れ
、
ま
た
評
議
員
と
し
て
活
躍
せ
ら
れ

　
た
新
村
　
出
博
士
の
姦
智
を
、
本
号
に
掲
載
い

　
た
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
の
は
、
偶
然

　
と
は
い
え
ま
こ
と
に
奇
し
き
閃
［
縁
と
申
さ
ね
ば

　
な
り
ま
せ
ん
。
つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

　
す
る
次
第
で
す
。

◇
新
村
博
士
と
と
も
に
、
本
会
の
大
恩
人
で
あ
る

　
矢
野
仁
一
簿
士
が
、
今
な
お
著
作
を
上
梓
さ
れ

　
た
こ
と
は
、
私
ど
も
後
進
へ
の
大
き
な
は
げ
ま

　
し
で
あ
り
ま
す
。
矢
野
博
士
に
は
、
さ
ら
に
長

　
く
私
ど
も
を
ご
教
示
下
さ
る
よ
う
御
願
す
る
次

　
第
で
す
。

◇
五
一
巻
よ
り
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
の
総

　
合
誌
と
し
て
、
　
一
層
の
躍
進
を
期
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
に
も
、
力
作
を
ど
し
ど
し
お
寄

　
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
本
号
掲
載
の
佐
竹
氏
の
論
文
は
、
編
集
上

　
の
止
む
を
得
ぬ
票
情
に
よ
り
、
上
下
に
分
割
し

　
ま
し
た
こ
と
を
、
著
者
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様

　
に
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

一
九
｛
ハ
七
年
一
〇
月
【
二
五
臼
印
縦

　
九
六
七
年
皿
（
月
　
一
　
日
発
行

史

発
行
入

印
刷
所

定
価
三
〇
〇
円

　
林
　
（
第
五
〇
巻
箪
ハ
琶

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
文
学
都
内

　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
理
事
畏
　
小
葉
田
　
淳

　
京
都
市
下
京
賎
西
七
条
獅
駈
ノ
内
中
町
五
〇

　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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